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 感 謝 ！！ 
    

                               副支部長 中西 康憲 
 

  ジメジメした梅雨の季節ですが、皆さんお

変わりございませんか。うっとうしい梅雨

は、もう少しの辛抱です。長期予想では、７

月の前半は雨や曇りの日が多いが、7月後半か

ら8月にかけては晴れの日が多いとの予想で

す。一方、気温の方は平年並みか或いは平年

より高めと予想されております。今年は全国

的に電力事情が厳しく、各地域で節電目標が

示されております。わたくし共も出来る範囲で節電に協

力したいものであります。 

 さて、私事でありますが、息子夫婦がフルタイムで働

き出した事から40年振りに子育て（実際は孫の面倒を見

る）に翻弄され、それが要因で社友会の役員会を欠席し

たり早退したりとご迷惑をかけておりました。支部役員

会の開催時間を従来の午後開催を午前開催に変更して頂

きたいとご無理を申し上げたが、ご承諾頂きまして感謝

です。同好会の活動においても、定例会は役員会同様早

退したり欠席したりで、これも午前開催に変えて頂きま

した。又、平日の昼間に開催される撮影会も欠席が続い

ております。そんな中で最近は、出掛けやすい夜明け・

夜間の撮影を計画して頂いたり、撮影ポイントの情報を

提供頂いたりしており感謝・感謝です。 
 皆様も同好会やご家族でお出掛けする時に気に成るの

は天気だと思います。 

 
お出かけ前には、下記のURLにアクセスして天気情報を

確認されては如何でしょうか。 
☀日の出・日の入り、月の出・月の入りの時刻と方位： 
 http://www.hucc.hokudai.ac.jp/~x10508/Srss2.html 
 

☀GPV気象予報：http://weather-gpv.info/ 
 

 これからは、花火

やホタルの撮影に忙

しくなります。少な

いチャンスを活かし

見せられる写真を撮

りたいものです。 
 最後に、今年もサ

マーフェスティバル

は8月4日(土)に開催

が決定しました。 

詳細は別途ご連絡致

しますが、例年通り

に社友会も参加致し

ます。毎年、皆様方

には多大なご協力に

感謝申し上げますと

共に、本年もご協力

を宜しく、お願い致

します。 

  

主 要 記 事 
 

1面 春夏秋冬 

2 ~3面 2012年年定期総会報告 

4面 役員会便り 

 地区別活動報告 

5面~ HOW DO YOU DO 

  10面  クラブ TOPICS 
11面  春季一泊旅行報告 

12面   地区会員便り 

      （関西・中部・関東地区）  

  新入会員の紹介 

 社友会会員数      

 広島支部行事予定  

 訂正、編集後記 
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三次の花火  （広島県三次市)            下重 進 さん 

 

http://shayukaihro.hippy.jp/sibu/index.html 
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 シャープ社友会広島支部

 　支部長　山本孝喜
 電話・FAX共通 ： 082-420-1728
 〒739-0192 東広島市八本松飯田2-13-1
 E-Mail : shayukai-hro@bz01.plala.or.jp
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 平成24年5月25日(金）午後2時より、シャープ社友会広島支部第19回定期総会/紅葉会定期総会と懇親会を通信シ

ステム事業本部多目的ホールにて開催しました。会員89名(社友会80名、紅葉会9名)の参加と、ご来賓にシャープ㈱

通信システム事業本部高田総務部長、長谷川副参事、阿部支部執行委員長のご臨席を頂きました。 
 定期総会は松見事務局長の司会で、提案・報告並びに審議等はスムースに進行し、全ての議案は議案書通りに承

認されました。本年の総会も午後からの開催で、昨年同様に懇親昼食会は無しの短時間での開催でしたが、会員相

互の親交や久しぶりの再会を喜び合うことが出来ました。  
 

（定期総会での審議・議決承認の詳細は第19回定期総会議案書にて、 

  又、定期総会の模様は広島支部ホームページの”行事レポート”欄に詳細を掲載していますのでご確認ください） 

 2 0 1 2 年   定 期 総 会 報 告 

・山本支部長挨拶（抜粋） 
 社友会広島支部も455名の大きな

組織となり会員皆さんが力を合わ

せて楽しい会になるべく取組んで

いきたい。本年は創業100周年にあ

たり高野山のシャープ供養廟改修

に伴う寄付金の寄進の協力のお願

いが社友会本部を通じてありまし

た。寄付金は1口1000円以上でご協

力をお願い致します。 

 来年度は社友会広島支部「発足20周年」の記念すべき

年となり、20周年に向けた記念行事を開催しますので、

多くの参加者を募り盛り上げて行きたい。来年度の総会

は20周年記念行事の一環として、町田相談役の講演を予

定しております。本年度の広島支部活動も二ヶ月が経過

しましたが、4月の春季親睦旅行では熊本の黒川温泉に

１泊旅行を実施し46名の参加がありました。又、11月に

秋季日帰り親睦旅行を計画しておりふるって参加して頂

きたい。今年度、広島支部 地区活動の更なる充実を図

るために福山地区の創設を行います。これで、広島・四

国・岡山・山陰・山口・関西中部関東・福山（新規）の

7地区に成り、更に地区活動を活発化させて行きたい。 

 今後の課題は、社友会本部より現行の慶弔関係費を見

直さないと経済的に破綻する恐れが有るとの指摘があり

ました。広島支部は、慶弔関係費用の積立金があり、現

状では差し迫った状況ではないが、将来は香典の廃止や

献花の代わりに弔旗で対応等を含めて検討する必要が有

ると考えます。 
 

・高田部長ご挨拶（抜粋） 

 シャープは創立100年の記念すべ

き年を迎えるが、今年は厳しい経営

状況にあります。昨年度は過去にな

い厳しい経営の結果に成り、経営改

善の取り組みを行っている。社長の

交代や2名の副社長の交代など経営

体制の一新を行うなどの、経営体制

の改善の取り組みを行っている。

又、経営体質強化の取組としては、

台湾の鴻海グループと業務提携を行い経営体質強化に向

けた取り組みを行っているが、シャープが過去に持って

いた、スピード感の回復などをもう一度見直しを行う等

の体質強化取り組む等についての御説明を戴いた。今後

の主な取り組みの課題として、①財務体質の改善、②グ

ローバルへの取り組みでは、国内から海外へ向けての強

化、③ユーザー目線に立ち、ユーザーに受け入れられる

シャープらしい強い商品の創出。この３つの取り組みを

基本にシャープ再生の為頑張りますので、皆さんの支援

をお願いします  
 

・阿部支部長ご挨拶（抜粋） 
 会社も今年は創業１００周年を迎

えるが、会社の経営状況は厳しい状

況にあり、労働組合の取り組みも雇

用と賃金の確保など会社と協力しな

がら取り組んでいる。春闘以後は労

働組合としてシャープ経営改善に向

けた社長の交代等の変化の状況を見

極めながら、雇用の確保などの取組

方針をご説明戴いた。  
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◆定期総会議案審議 

 議案書に従い下記の報告と提案が行われ、質問・意見

は無く、満場一致で全ての議案が承認されたました。 
1）平成23年度の経過報告 
 ・事業・行事報告を東副支部長より報告。 
 ・会計・決算報告を矢野幹事より報告。 
 ・会計監査報告を黒田幹事より報告。 
2）平成24年度の活動計画と規約改定等 
 ・事業・行事活動計画を東副支部長より説明提案。 
 ・行事・運営予算案を矢野幹事より説明提案。 
3）規約改定に関する議案 
 ・福山地区の追加と追加に伴う規約の改定。 
 ・役員定数を16名に変更。 
 ・平成24年度広島支部役員構成変更 

  20周年行事特別幹事の任命、広報担当の退任と新任 

   企画担当の退任、同好会幹事の新任。 
4）広島支部創立20周年記念行事の予算 

 ・種々の記念行事の為の特別予算案の総額60万円。 

◆懇親会（審議終了後） 
1）新入会員の紹介と挨拶 

 出席者3名（村中英雄・栗栖通春・中川宗和） 
 

2）慶長者3名の紹介と挨拶 

 喜寿：檜原繁彦、古稀：丸山紀夫、中野英勝。 
 

3）平成24年度親睦旅行（田井幹事より報告） 
 ・春季旅行は4月17-18日に、一泊二日で熊本市・阿蘇 

  地方へ46名の参加で実施。 

     （詳細は本誌11頁や支部ＨＰで確認ください） 
 ・秋季日帰り旅行を11月に、秋の京都､又は、 

     松山道後温泉で計画中、後日ご案内します。 
 

最後に東副支部長の一本締めで閉会し記念撮影を行い、 

第19回広島支部定期総会は無事終了しました。 
 

(3) 

＊広島支部ホームページの”行事レポート”欄に掲載していますのでご確認ください） 

 

 

定期総会会場の様子、熱心に審議しました 

慶長者の皆さん 

喜寿の檜原さん、 古稀の丸山さん・中野さん 

新入会員の皆さん 

村中さん ・   栗栖さん ・  中川さん 

新任役員 

菊池新幹事・中川新幹事 

退任役員 

弓井さん  ・  山根さん 

BIG PADを使い同好会活動を紹介 紅葉会の皆さん、紅葉会の総会は別室で実施 



 役員会便り          事務局長 松見 弘  
 

※平成24年度定期総会を5月25日(金)に開催しました。 

     平成24年度予算案、行事計画案他は原案通り承認

されました。今回支部役員の交代がありました。 

 ・退任役員：ご苦労様でした。(弓井克己氏/山根行雄氏) 

 ・新任役員：よろしくお願いします。 

 （菊池明夫氏/中川宗和氏/前田俊一氏/古賀誠次郎氏） 

 ・福山地区として地区を新たに設置しました。 

  地区委員長として星野高範氏に担当して頂きます。 
 

※ 高野山シャープ供養量廟改修に伴う寄付金の寄進。 

    多数の方に賛同頂き、ありがとうございました。 

 社友会広島支部に頂きました寄付金は、一括して   

シャープ㈱人事本部に送金致しました。 

 
※ 春季親睦旅行（熊本城、黒川温泉他九州方面）を4月

17日～18日(1泊2日)に実施しました。長い距離のバス

旅行でしたが2日間共に天候に恵まれ、特に阿蘇山周

辺では素晴らしい絶景を堪能でき、楽しい旅行でし

た。なお、秋の日帰り旅行は11月頃に予定していま

す。多数の参加をお待ちしています。 
 

※ シャープサマーフェスティバル2012の件 
 恒例のサマーフェスティバルが8月4日(土)第三工場 

 グラウンドに於いて開催されます。 

 社友会広島支部としても例年同様に夜店出展を予定し

ています。出展内容につきましては現在検討中です

が、皆様のお越しをお待ちしております。  

 地区役員報告        企画担当幹事 山根 行雄  
 

 広島支部として地区活動費支援や地区委員とWebTV
会議開催等を通じて、各地域との情報ネットの強化を

鋭意推進中です。  又、各種イベント等も積極的に取

組んでいます。  今後は、各地区会員の皆さんから、

支部HPや支部会報「hibiki」に投稿等をお願いして

情報発信を強化し、会員相互の情報交換推進と地区会

員の活力アップを図って参ります。 

〔広島支部〕 

■4月27日と6月22日 支部役員と地区委員とのWebTV
会議開催、情報交換を実施。 

 

〔広島地区〕 

■4月10日、「ウオーキングクラブ花見会」を「海老山

公園」で、ゆうゆうウォーキングクラブメンバー11名
が参加して開催した。 (詳細を広島支部HPに掲載） 

■5月7日、「ゆうゆう会 第3回世話人会」を宮島の安

芸グランドホテルにて開催。10月に開催予定の「第8
回ゆうゆう会 総会」の懇親会会場と屋形船クルージ

ングの乗船場や貸切屋形船の下見を実施。 
 

〔山陰地区〕 

■4月10日、山澤地区長他地元OBも参加し花見会開催。 
■6月11～12日、「第5回社友会山陰地区会」を地元の

社友会員、下手さんと市原さんのお世話で、浜田市金

城町のリフレパーク「きんたの里」で開催。10名が参

加し大いに親睦交流を深めました。      

   （下段の写真、詳細は支部HPに掲載） 
 

 

〔岡山地区〕 

■6月7日に「第24回懇親ゴルフコンペ大会」を池田地区

委員長等の世話で18名参加して倉敷市の岡山ゴルフ倶

楽部帯江コースで開催しSEKの江口さんが優勝した。 
 

〔山口地区〕 

■「第3回山口シャープＯＢ会」を7月7日に、下松市の

健康センターにて開催を決定。松田地区委員長他世話

役の努力で参加者52名は確認できたが、60名以上を

目指して鋭意推進中。 
 

〔四国地区〕 

■5月2日に「懇親ゴルフ」を尾崎地区委員長他OB会員

等の世話、生憎の雨天であったが7名が参加し実施。 

この後、夕刻から高松市内にてOB含め11名の参加を

得て懇親会開催。新入会員2名の紹介や近況報告を行

う。今秋10月開催予定の「第11回四国シャープOB
会」の状況等の情報交換を行い、和気藹々の会に成り

大いに懇親を深めました。（下段の写真） 
 

〔関西・中部・関東地区〕 

■2012年度より地区委員長は上杉強さんから中島一さん

へ引き継ぎになりました。当地区は関東・中部・関西

と会員の方々は広域に亘り在住されており、連絡や情

報交換が容易ではないが、中島地区委員長(関西)と北

村副委員長(関東)とが連携を密に行って頂きながら、

対応されています。 
 

〔福山地区〕 

■2012年度広島支部定期総会にて、福山事業所出身者を

主とする福山地区在住の社友会々員による23名の活動

を円滑に進める為、「福山地区」の新設が承認されま

した。今後は星野高範地区委員長と中村雅信副委員長

の下に、社友会々員とシャープOBの6名を含めた29名
で活動して参ります。  

(4) 

合計 168名
広島地区 61 山口地区 15 山陰地区 22 岡山地区 13
四国地区 22 関西関東 12 福山地区* 23 3月末比　5名増

*福山地区の新設に伴い追加

 中国四国等の地区会員数　 6月末現在

 

【山陰地区】 活動計画を立て、 
その後の宴では親交を深めて、 
翌早朝には釣りにと、皆さん元気

【四国地区】 

小雨の中で熱戦を展開、 

その後、和やか宴会では、 

健闘を讃え合いました。 



「こんな努力が・・・」が 

    上位入賞への道 パート4  
                出口 昌孝 
 

◆第149回コンペは、今期（平成24年度）開幕第一戦

で、恒例の「桜コース」として8年連続の会場で桜花爛漫

を期待するも朝は八部咲きで天候は上々のコンディショ

ンである。グリーンは高麗芝、傾斜により微妙に転がり

が変わる。そのコントロールに手こずり、低調の中で上

位に抜け出るテクニックの秘策は？ 
 ✯優勝(村上)：「石の上にも三年・・・」6
年かけて2回目の優勝、本来の左利きが右での

ドライバー飛距離を伸ばす努力よりも「寄せワ

ン」を狙う練習と川土手でのアプロ－チを実践

練習の成果であり今後もこれに専念し「上がっ

てハウマッチ？」に徹する。 
 ✯準優勝(二井矢)：入会初参加で運良く上位

入賞、続いての入賞はダブルペリアのお陰？、

それとも実力かな？ボロが出ない様に練習に励

み目標を定め、2度あることは3度と続けます。 
 ✯第3位(高見)：前回の「上位入賞への秘策」

を紹介しましたが、これに加え今回は更に長年

かけて「体重移動」をマスタ－し、安定した飛

距離を得ることができた。これで安心せず更な

る飛躍を目指します。 
 

◆第150回コンペは、平成8年4月同好会設立後、顔見せ

コンペから16年目の記念大会とあって参加選手の活気つ

きと様々な思惑の絡むコンペともなりました。 
 ✯優勝(伊野部)：自己流ゴルフの為、出入り

の激しいスコアは変わりませんが、今回は2
パット狙いを意識し、調子の悪いクラブ（3番
ウッド、7番アイアン）を外すことでOBはゼロ

の好成績かな？(先日ASAHIで負けたS先輩ライ

バルに勝てたことが最高でした） 

 ✯準優勝(杉山)：けじめのコンペとして、ま

たバースデイ76でもあって狙った入賞の成果で

した。加齢と共に、基本となる足腰の衰えをカバーする

ため、ペットをネタに10kmの散歩を日課とし、これから

も元気で長くプレイをするために・・・。 
 ✯第3位(田原)：自分のレベルを自覚し「3オ
ン・2パット」と「力まず急がずスイング」に

徹した結果にHDCが補ってくれた。 
 

◆第151回コンペは、梅雨に入り台風4号、5号に煽られ

て当日は雨。コンペ実施の決断に苦慮するも結果は実施

して良かった。 
 ✯優勝(津郷)：ベストグロス二桁になるまで

の努力は「我慢とＨＣ？」で悪天候のおかげ

かな？。これを弾みに二桁を維持する為の練

習を重ね、シングルをめざす。 
 

 ✯準優勝(山内)：当コースメンバーでコース

内容を熟知しながらも上位入賞は久しぶり。

モットーは、一に練習、二に改良、三に確認

と考え、更に、ショートアプローチの距離感

と最後はパターの精度を高め、スコア70台の

キープを目標とする。 
 ✯第3位(長谷)：今は週3回のゴルフレッスン

受講中、今後に期待ください。 

 

 更に、今回から栗栖通春さんの加入もあり、 

 心機一転の新世話役にもご期待ください。               

ゴルフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年度 　第１戦～第３戦の成績 (NETスコア）

順位 参加者 Pａｒ 順位 参加者 Pａｒ 順位 参加者 Pａｒ

1 村　上 - 1 1 伊野部 - 3 1 津　郷 - 5
2 二井矢 ＋1 2 杉　山 - 2 2 山　内 ＋2
3 高　見 ＋2 3 田　原 - 1 3 長　谷 ＋2
4 亀　田 ＋2 4 山　内 0 4 沖　田 ＋3
5 前津宗 ＋2 5 津　郷 0 5 前津宗 ＋3

N .P N .P N .P

第149回コンペ（18H) 第150回コンペ(18H) 第151回コンペ（18H）

( 4/12 宮島志和C/C ) （ 5/30 安芸C/C ) （ 6/21 安芸C/C )

OUT / IN OUT / IN OUT / IN
末 沢  /吉田(寛) 伊野部 / 前 田 沖  田 /藤 原(克）

前津宗 / 山 脇 谷  口 / 山  脇 　桂　/山田(晃)

出 口 /藤原(克) 黒  田 / 山  田 沖 田 / 山 内

沖 田 / 山 内 谷  口 / 松  見 出 口 /山口(剛)
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 総会開催し再スタートを誓う 
    

                   山根 行雄 
  

 小生、手術後のリハビリの為に此の1年間は、数度の

レッスン見学のみで皆さんとのレッスンが出来ず、運営

に関しては新林リーダーへ大変なご負担をお願いしてま

いりました。3月9日に役員4名にて役員会を実施し、会

運営の継続の為に現状の問題点等について相談。4月に

フリーレッスン並びに総会の開催を決定。4月12日午後4
時からシャープ広島スポーツセンターにて会員8名が出

席して総会を開催した。役員会での審議内容を報告。・

役員改選（現役員留任）・会員名簿の見直し（病欠等で

4名退会、10名確定）・レッスンは6月から本格的に再

開、・男子会員の増員（知人に個別打診）を申し合わせ

た。その他の議題として、①会員減少に伴う講師招聘を

どうするか。②夏季・冬季の厳しい気候環境時の練習会

場をどうするか。の2点に絞り審議した。①講師の件は

外部招聘を中止し、小野指導員と従前指導を頂いた方へ

支援依頼を打診する。②練習会場の件は西条地区は交通

に難があり、地元「八本松地区」の公民館やダンスホー

ルを当る事を申合わせた。最後に再スタートを期して全 

 
員で記念撮影し閉会。其の後、山根、原田会員2名で地

元の「ボールルーム八本松」を訪ね、会場の見学と利用

料金・利用可能日／空時間帯・指導料等を確認。現レッ

スン日の木曜日は午後5~7時の時間帯はOK、ポイント指

導は無料支援可能との事で、5月度の第3と第5木曜日を

予約。5月17日に女子会員3名が参加して川添先生のポイ

ント指導でフリーレッスンを楽しむ。5月25日に「ボー

ルルーム八本松」を山根・原田会員2名にて訪問し、6月
3回と7月4回の会

場利用予約した。

本格的にレッスン

を小野指導員や川

添先生のポイント

指導を受けながら

再 開 し た。今 後

も、問題等があれ

ば、全員で相談・

調整を図りなが

ら、頑張っていく

事になりました。 

ダンススポーツ 

 

総会参加者で記念撮影 



 五月は皐月、5月とは？    森本 康夫 
                     

 五月は皐月(さつき)旧暦で田植えをする時期、早苗を植える早苗月(さなえつき)から皐月と呼ばれる様になった

と言われています。暦の上では夏到来の立夏を迎え、各地で夏祭りが行われます。沖縄ではそろそろ入梅となりま

す。さて、今年の五月は歴史的な大きなイベントが二つもありました。一つ目は、金環日食で太平洋側を中心に日

本の広い範囲で、21日朝、太陽の中心部が月に隠され、細いリング

のようになる金環日食、日本では1987年の沖縄で観測されて以来25
年ぶり、今回のように広範囲で見られるのは平安時代の1080年以来

で、実に932年ぶりだそうです。私の住んでいる広島は残念ながら

金環日食は見れなかったが、それでも雲の切れ目から部分日食 

の素晴らしい天体ショーを見ることが出来ました。二つ目は、世界

一高い電波塔の東京スカイツリー(634m)の営業開始。2008年7月着

工し2012年2月に完成し、世界一のタワーとして、ギネス記録に認

定されました。ところで、この塔の設計には日本の伝統的建築技術

が随所に取り入れられているとのこと。安全性を確保するため奈良

時代から倒壊していない、法隆寺の五重塔の心柱を中心とした構造

を参考に設計され、この技術を取り入れて長さ375mの心柱を採用し

てるとのこと。又、塔全体の「そり」についても「見た目の美しさ

と強度」を追求した「計算し尽くされたそり」に成っているとのこ

と。2012年5月は歴史的な月であり、この日に居合わせた事は何と

なく楽しい気分になりませんか。さて、今月は自由テーマ。皆さん

初心にかえって野菜や果物等、単純なものに挑戦しました。  

絵手紙 

 

平さん 

和田さん 森本さん 

三宮さん 神野さん 

増田さん 

大久保さん 丸山さん 

迫谷先生 稲生さん 

 

  古希から始めた 

    アマチュア無線の醍醐味 

                                  

                                                                                                 濱川 康 
 

 アマチュア無線は、古くから「趣味の王様」と言われ

ています。それは、国籍、年齢、職業などの区別なく、

アマチュア無線と言う同じ趣味を持つ仲間として、電波

を通じてコミュニケーションが日夜できるからです。最

近は携帯電話（デジタル通信）の普及で、アマチュア無

線（アナログ通信）人口が減少しています。私は60年
前に良く親の目を盗んで夜中布団に潜り込んでヘッド

フォンを耳にして、自作の多バンドのラジオでアマチュ

ア無線を聞いて楽しんだ思い出が一杯有りました。

2004年5月開局、若い頃からアマチュア無線（ハム）が

好きで永年の夢が叶いました。然し、未だ数年しか経っ

ていない、若葉マークのアマチュア無線家です。その私

が「シャープOBハムクラブネット」毎週金曜日9時から 

 
 

7MHz帯で交信しています。関西、関東各地の固定局、

及び、海上ヨット、モービルの移動局のシャープOB仲

間と交信しています。その日の気象状況と地形、海抜、

太陽活動、電離層、等の状況により、電波伝搬が大きく

変化、ノイズとフェージングで聴き取り難い場合が有り

ます。私は時にはモービルで受信状態の良い場所へ移動

して交信しています。 

僅か1ワットの送信出力で

も思いのほか遠方と交信出

来その不思議さの要因を探

るべくトランシーバーを提

げてウォーキングに発展

し、アマチュア無線の奥深

い醍醐味を味い生きる活力

に成っています。  
                     

  

 

自宅固定局アンテナ 

アマチュア無線 
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 同好会会員の腕が上達  
 

                水谷 正弘 
 

 本年度も4月から活動を開始し、毎週金曜日午前10時
から5～7人で活動をしています。今年は例年に無い位

い暑い日が続き、5月、6月の活動では早めの休憩を取

りながらポール目掛けてクラブを振り上げます。毎回誰

かが『止り』を出すようになり、全員の腕が上達してい

るのが感じられます。各ホールは15メートル、30メー

トル、50メートル等と距離が違いますが、日頃の練習

で養った距離感でボールを打っています。 
・6月15日には、6人が参加して久振りに得点をつけて

活動を行ないました。1ラウンド8ホールを2ラウンドプ

レイし、止まり（ホールインワン）が3人でました。 

成績表の通りで、打数も少なく良い成績でこの日の活動

を終えることが出来ました。 

 

 

 お天気に左右されますが、雨が降らない限りは、毎週

金曜日朝10時から定期的に活動を続けていますので、

少し体を動かしてみようと思う方は、体験されに第3工
場のグランドに来てください。  

グランドゴルフ 

　　練習ラウンドのスコア―　（６月１５日）

打数 １打数２打数 合計 打数 １打数２打数 合計

児 玉 24 0 1 24 21 1 2 18 42
南 本 22 0 3 22 21 0 3 21 43
小 幡 25 0 3 25 23 0 2 23 48
岸 本 26 0 1 26 25 0 2 25 51
水 谷 22 0 2 22 22 1 2 19 41
由 井 23 0 2 23 22 1 1 19 42

名 前 合計ス

コアー

１ラウンド ２ラウンド

 春 の 撮 影 会 二 題 
            

◆4月；春を求めて            佐藤 武文 
 
 

 4月の撮影会は日本桜名所100選の「松江城」をメイ

ンターゲットとして、行きがけの駄賃で同じく100選
の木次の「斐伊川堤防の桜並木」、帰りがけの駄賃と

して日野川西岸からの「大山遠望」を行程に組んで出

かけた。満開の桜と雨天の狭間での好天気に恵まれ春

を満喫することが出来たのは、「写そう会」の皆さん

の日頃の行いの良さと、「天気の神様」（竹原のTさ
ん）が同行されたお陰だと思っています。まず初めの

「斐伊川堤防の桜並木」は、堤防の両側に並んだ桜並

木のトンネルがすばらしく、「松江城」では、堀川遊

覧船に乗って堀を一周。下船後に武家屋敷～お城の方面を散策し春を満喫した。 
  最後の「大山遠望」では、日野川河川敷の菜の花を前景に「大山」を臨むことが出来た。 
 

◆5月：カメラを天空に向けて(岩国の空は遠かったの巻） 廣兼 惟央 
 
 

 5月5日は米軍岩国基地のフレンドシップデーに向かった。午

前5時出発の芸陽バスにメンバー8名で乗り込んだが、なんと現

地周辺の大混雑で到着は9時を大きく回っていた。バスが駐車場

に進むのも待ちかね、下車して一斉に歩き始めるも2回の検問を

受けた時には、すでにバラバラになり夕刻の集合時刻まで全員

が集まる事はなかった。日ごろは地上のものばかり写している

が、流石にこの日は全員がカメラを空に向けっぱなしだったと

思われる。成果のほどは各人各様であろうが、帰路も大渋滞で

午後4時に現地出発したが、西条着は午後10時で6時間もかかっ

た。そんなことで、今回は集合写真は無く、代りに優美な編隊

飛行の姿をどうぞ。  

写そう会 

 

堀川めぐり乗船所での記念写真 

 

 

斐伊川堤防の桜並木 満開の松江城 大 山 遠 望 

ブルーインパルスによる編隊飛行 
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 釣れました！！ 大きなアジが！ 
 

                   渡辺 大輔 
 

・対象魚：大アジ ・潮汐：小潮 ・満潮：13:56  

・漁場：山口県祝島沖 ・参加者：13名 
 6月11日、安芸津港で船長のアドバイスを受け4時45
分過ぎに出港、いつも通る豊島大橋の下を通過し船は快

走、天気も良く波も穏やか。この2日ほどアジが良く釣

れたというニュースを聞いてか、全員が今日もと意気込

んでいる。空も徐々に明るくなり、2時間半弱で祝島沖

へ到着。この辺りは豊後水道に近い海域でアジ釣りの

メッカ。7時半前にスタート、最初は餌を撒く作業か

ら。海底に一度落とし

5mほど巻き上げ竿を大

きく上下に振る。これを

何度か続けていると船後

の方HNさんHRTさんか
ら当たり始める。20か
ら30分するとあちこち

で歓声が上がり、皆に当

たり始める。大きさは

40cm前後の大きいアジ

ばかりだ。だが船右は餌

を撒くばかりで当たりが

あまりない。今日の成果

は分配なので獲物は船の

生簀へ入れる。 

 

 
時々サバが交じり釣り糸が左右に走りお祭り（釣り糸同

士が絡む）もあちこちで起こる。お祭りに成ればすごい

ロスだ。アジは回遊するので集まっている間に釣らねば

釣果は上がらない。11時頃になると潮が止まり食いが渋

る。30分程移動し、又、餌を撒くが今度はなかなかアジ

が寄ってこない。昼食をとりながら獲物を待つ。最初の

魚場より食いは落ちたがボツボツと釣れたが2時前に納

竿。釣果は100匹位になった。帰港の前に皆でアジ絞め

クーラーへ入れる。安芸津港に着いて皆で分配したが、

一人7匹ずつの成果でした。 

釣 り 

 
大きいだろう！ 

釣れた―！ 

何匹目かな！ 
当たりは未だかな！！ 

ダブルでゲットだ！ 
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 あるこう会へ入会し健康に成った！ 
 

                        笠井 文夫 
 

 あるこう会へ入会のきっかけは、東リーダーの再々の

入会要請が有り、2年前の2010年6月のしまなみ海道

「今治来島海峡大橋往復｣で初参加しました。あるこう

会がどんな会なのか知る為に体験入会として参加したの

ですが、バスの中での紹介時は既に正式入会と成ってい

ました。最初はゆったりコースに参加したが、まず驚い

たのが全員が足の速い事、後ろから3人目位を歩いてい

た様に思います。先行組が休んでいて、追いついても直

ぐに出発で、休む間もなく後を追う様でした。初参加を

終えて皆さんの歩く速度が速いので普段の歩き方を変え

ました。①歩幅を少し大きくし速く歩く、②週1回程憩

いの森で歩いていましたが、歩く目標時間を設定し、前 

 

 
日よりも10秒でも縮める様に努力しました。③近所の人

が芸北で森林ボランティアをしているので、去年の10月
より月1～2回手伝っています。その時に初めて1000m少

し越えた山に登り、それ以降も山に登る様になりました

(1月～3月までは積雪の為作業中止)。あるこう会に参加

して良かった事は、①付き合う人の範囲が広がった事、

②中国地方の知らない所へ行く事、③健康面では血圧が

安定した事、等で最近はしっかりコースに参加しウォー

キングを楽しんでいます。今後も出来るだけあるこう会

に参加して、さらに脚力を鍛えて健康管理に努めたいと

思っています。 

 皆さんも「あるこう会」に入会をお勧めします。  

あるこう会 

 

 天然記念物 天狗シデを背に 

 上：バスに乗って楽しくドライブ 

 

左上下：語り合って里山を 



 

 芸は身を助く 

                杉山 健 
 

 新年度が始まり「囲碁同好会」と改名し、例会の時間

を10時から15時としたことで対局数が昨年比2.3倍に増

えました。7月例会は、初めての試みとして場所を変

え、一日掛けての“懇親囲碁大会”を開催致します。囲碁

同好会は、未だまだ少人数の同好会ですが会員の親睦を

図りつつ和気藹藹と楽しく同好会活動を行っています。

今回は、僭越ながら私の経験からの「芸は身を助く」を

ご紹介したいと思います。今から42年程前の職場での

ことで、当時の棋力は初段でしたから“芸”の域には達

していませんでしたが。某別部門の部長(故人)が私の

席に来て、何やら大変ご立腹で「最近の学生は学校で

何を勉強して来たのか？ 仕事を見ていると勉強をし

てきた様子もないし、囲碁や将棋も打てない・・。と

ころで君はどうかね」と。私は「勉強は兎も角、将棋

は並べ方程度ですが、囲碁なら多少は」と答えまし

た。すると部長は「そうか、それなら囲碁を教えて遣

ろう」と云うことに成り、その日の作業終了後に早

速、教えを乞うことに成りました。最初は「“2目”置き

なさい」と云うことで始まりました。私は、勝負事は 

 

全力で立ち向かうのが礼儀だと思っています。その日は

「今日は調子が出ないからこれまでにしよう」と私の3
連勝で終わりました。その後は私が“白番”に成り、更

に“3目置き碁”まで連勝を続け、遂に“4目”置かせるとこ

ろまで連勝が続きました。その頃になって、部長は言葉

遣いも変わり、仕事でも命令調が相談調に変って来まし

た。その後、部長には仕事の面で多くのことを教えて頂

き、お世話に成りました。この時、囲碁を習っておいて

良かったと思ったものでした。  

囲 碁 

   

囲碁を打つ人も「棋士」と呼ぶそうです 

(9) 

  

 XPの速さの限界に挑戦 

                             

                      車角 裕規 
 

 Microsoft社が、オペレーションシステム"XP"の、サ

ポートを終了すると宣言されて、残り1年と少しとなっ

た。当同好会のメンバーも、なぜか使い慣れたXPを手

放すことなく、是からもなお使い続けるつもりらしい。

更に、動作が遅くなったという現象が顕著になっても、

その改善策を構築する等の対策もするでなく、又、最新

のマシンを入手することもなく、放置状態になると見受

けられる。5月の例会で、改めてXPの稼動状況を確認し

た。どうも、殆んどのメンバーのXPの位置づけは、2台
目ないし３台目らしい。で・あるならば、失敗しても被 

 
害は破壊的ではないと思える。7月～10月の間での4回
の例会は、XPの強化対策を集中的に実施する事を決め

た。XPが何故、重くて遅くなるのか。当然ながら理由

があるはずで、その理由を理解し、使用していた経過に

基づく部分はこまめに対策することから始める。又、機

能的な部分では限界があるものの、新たなシステムを

ハード系ソフト系を併せて導入することを考える。当然

ながらXPを導入した当時には、存在しなかった”Wi-
Fi”や動画投稿サイトなどの対応が重荷である場合もあ

り、XP本体が現状の環境に対応できない事も考えられ

る。取捨選択し最善の対策を構築する手段を考える例会

としたい。  

パソコン 

 

 第55回大会は牛田さんが優勝 

                                               

                   牛田 晴雄 
 

 第55回大会を6月9日(土)10時より賀茂ボールで開催し

ました。当日は梅雨入りで天候が心配したが晴天に恵ま

れての会場入りしほっとした。参加者全員集合確認で準

備体操後競技スタート。大会参加者21名（社友会13名、

紅葉会1名、招待会員7名）の参加で大いに盛り上がり楽

しく1日を過ごすことが出来た。競技ルールは3ゲーム

（ハンディキャップ含む）合計得点で競った。大会の結

果は、優勝：牛田晴雄氏725点、準優勝：藤田喜

弘氏650点、第三位：川股幸雄氏 626点と皆さん

優秀な成績を収めた。ハイゲーム賞は、男子の

部：藤田喜弘氏244点、女子の部：三間裕子さん

184点。又、今大会はレーンコンディションの把

握が難しく、参加者はノーミスゲームを目指し苦

戦したが、ノーミス賞獲得は牛田晴雄さんただ一

人が達成と言う厳しい結果であった。この様に熾

烈な競技ではあったが、一投一投の投球を皆で称

え合い今大会も盛会に行う事が出来きた。 

 

 

 
 

◆上位6位の成績（3ゲーム合計点HDCP含む）敬称略  
  1位 牛田晴雄 725点、  2位 藤田喜弘 650点、 

 3位 川股幸雄 625点、  4位 勝山敏治 616点、 

 5位 坂田広海 616点、  6位 三間裕子 609点、 
  ハイゲーム賞 男子の部 藤田喜弘 244点、 

     女子の部 三間裕子 184点、 

ボウリング 

 

 準優勝  優勝   第三位   

 藤田さん 牛田さん 川股さ
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 ものづくりを始めました 
  

                  古賀 誠次郎 
 

  当初は、退職と同時にお世話に成ろうと、考えて居り

ましたが、術後の体調が安定するまで待って、今年4月
より「ものづくり同好会」のお世話に成っています。 
子供の頃から手づくり工作が好きで、鋸とトンカチで作

る身の回り品程度の事をやっておりました。入会後は、

出来るだけ釘を使わない手法で木工加工を行う事をモッ

トーに、木の優しさと個性ある作品づくりを目標に、頑

張って参りたいと考えて居ります。最初にチャレンジを

したのが、昨年初孫が出来たので、１歳の誕生日の祝い

に「木製子供椅子」を作ることにしました。夜遅くまで

手書きで図面を幾度となく書き直し、更に、予定してた

材料が中々入手出来ず、代用になる材料を福富町にある

「きこりや」で漸く購入ができた。又、図面は寸法修正 

 
 
 

の繰り返しで、工作機械は見たことはあっても使う事は

初めてで、使い方も判らない。一から工作機械の操作方

法や加工方法等のアドバイスを受けながら、角度を15度
傾けた構造の椅子を、釘を使わないで作り上げることが

出来ました。木の種類や特徴、選択の仕方、木の目の取

り方による反り等、如何に工作機械の性能、特徴を知り

使いこなして、安全にかつ綺麗に精度よく仕上げるか

を、先輩方の意見と経験談を聴きながら楽しくものづく

りを行いたいと思います。兎に角、不注意で怪我をしな

い様に、特に電動工具使用時は注意が必要で、必ず材料

は確実に固定する、回転方向の確認、加工開始は一呼吸

を置くなど、安全第一で楽しみたいと思っております。

写真で作品を紹介いたします。 

ものづくり 

 初チャレンジの木製椅子 

初孫からは、わ～～ジィジイ ありがとう♡  

  

飾 り 棚 

釘は使用してません    
キャリーボックス 

ラジコンヘリを入れた状態 

 

 トレッキングに絶好の季節が到来 
 

                   栗橋 弘明 
 

 風薫る新緑の季節を向かえ、4、5月の例会を行った。

幸いにもどちらの例会も天候に恵まれた。 
★4月24日(火)、広島市安芸区瀬野川の東中倉山(海抜

514m)と八世以山(やせいざん)(海抜495m)に女性2名を

含む11名で登山。第三工場から車でJR瀬野駅に近い中

倉神社に行き。登山前に同神社で登山の無事を願いお祓

いしていただいた。同神社の登山口から9時10分に登山

開始。いきなり急登がつづいたが、最初の電力鉄塔、二

番目の鉄塔を経て東中倉山に着き、八世以山には12時
45分に着く。下山途中に立岩(海抜316.5m)から広島市

街地や瀬戸内海を眺望、黄砂で視界良好とはいかなかっ 

たが、満開の三つ葉ツツジ、ヤマガラや鶯の鳴き声など

春いっぱいの森林浴を満喫した。 

 

 

 

★5月8日(火)、岩国市錦町の山口県では最高峰の 寂地

山(海抜1,337m)に男性11名が参加。 
寂地狭キャンプ場入り口から林道を登ったところの東屋

（標高約680m）に車を置き、9時45分登山開始。 
途中、犬戻りの滝や延命水の水場など小休止を取って頂

上に12時8分に着く。新緑のグラデーションと頂上付近

に群生するカタクリの可憐な花を堪能した。下山後には

近くの龍尾の滝を見て、その後近くにある宇佐八幡宮に

お参りし、樹齢900年、樹高60m、周囲7.5mの大杉に感

嘆して16時過ぎ帰路に就いた。  

山歩会 

 

八世以山山頂と急な下り坂はロープを頼りに！   寂地山山頂と可憐なカタクリの花群生地  



★第1日目：中国JRバスで6時45分に第3工場を出発。山

本支部長・徳永代表・山根幹事の挨拶と、ガイド役の田

井幹事の説明を聞きなから軽食と茶菓をとる。恒例の車

中クイズを楽しみ山陽道を一路九州へ。途中休憩の壇ノ

浦SAでは、関門大橋と海峡の急流や対岸の和布刈り方

面の景色を楽しむ。昼食は湯布院で名物の「団子汁定

食」や「山菜ソバ定食」に舌鼓。やまなみハイウエイ経

由で「久住山1592m」の高峰を眺め、九重高原の九酔峡

に架かる「長さ390m高さ173mで日本一の九重夢大吊

橋」に到着。 記念撮影して滝百選「震動の滝」や「雌

滝」の雄姿を展望しながら、大吊り橋を30分余り見物。    

 宿泊地の黒川温泉卿「和風旅館美里」に到着後夕食会

迄の自由時間。いで湯の里巡りや土産店巡りし名産品を

買ったり写真を撮ったりで、暫し散策を楽しんだ。その

後、ゆったりと硫黄泉に浸かり、寛ぎ旅の疲れを癒し

た。夕食会では支部長の挨拶の後、ゲストの高村卓信さ

んより、挨拶と今人気の「黒川温泉」の説明や九州地方

の四方山話を披露を戴いた。又、差入れ戴いた阿蘇の地

酒を酌み交わした。料理は「美里旅館」自慢の旬の山や

海の幸会席膳や地元名物「馬刺し」や豆乳鍋等を十分堪

能。皆さん和気藹々に談笑歓談して盛会となり、距離当

てクイズ・旅館数当てクイズ等では正解者多数でジャン

ケンにて賞品獲得者を決めた。続いて恒例のビンゴゲー

ム大会を行い、豪華な景品を獲得して皆さん大満足。 

最後に東副支部長の一本締めでお開き。 

 

★第2日目：一部の人は、黒川温泉卿を早朝に散策、そ

の後は朝湯でリフレシュして朝食。出発前に「美里」を

背に記念写真撮影して阿蘇・大観峰へ向かう。久住山等

の山並みを望みつつ「大観峰」に到着。大観峰は阿蘇山

の外輪山が出っ張った処で、眼下に広大な阿蘇谷が広が

る。その先には春霞の中 悠然と九重連山が聳え立ち、

中岳の白煙が観え阿蘇の素晴らし絶景に暫し陶然。大観

峰の表示板の前で記念撮影。好天に恵まれ、五岳の反対

側に拡がる阿蘇の大牧草原「草千里」と阿蘇山を正面か

ら展望するチャンスだ。急遽、草千里に向かい、大きく

噴煙を上げる阿蘇山と五岳や草千里の展望を楽しんだ。 

 熊本では、名物の「団子汁に菜飯」の昼食を堪能し、

頬当御門から熊本城へ入城。宇土櫓の前広場にて記念写

真撮影。加藤清正公築城400年の「熊本城」の小天守閣

や重厚な外観の大天主閣に登り、最上階では狩野派の

「若松」の障壁画を鑑賞。最上階からは熊本市内を一望

する素晴らしい眺めを俯瞰した。次に「本丸御殿大広

間」や「闇り通路」「闇り御門」等を見物。戦災を免れ

た宇土櫓を見学して熊本城を後にした。最後の目的地

「水前寺公園」では、地下水が湧き多くの鯉が泳ぐ回遊

庭園では細川家ゆかりのお茶屋や、珍しい『薪能の能舞

台』や庭園を散策して観光地巡りは全て完了。 

 帰路は、古賀SA で九州の土産を買い込み、途中のSA
で休憩を取る。「草千里」の見物を追加した為に帰りが

約１時間遅くなったが全員無事帰着。 

 春季親睦旅行を平成24年4月17日(火)～18日(水)に、阿蘇九重国立公園と熊本城・水前寺公園めぐりを、黒川温

泉泊の一泊二日で実施しましたので報告いたします。参加者：46名(社友会33名・紅葉会13名)、宿：黒川温泉「美

里」(熊本県阿蘇郡南小国町) 。二日間とも好天に恵まれ、雄大な阿蘇九重国立公園の絶景や築城400年の「熊本

城」など歴史ロマンを愉しんだ。更に、人気の「黒川温泉」の湯につかり、親睦会では、九州支部高村卓信氏の特

別参加で盛り上がった。予定見学地も1箇所追加して見学、参加者全員が大変ご満足され、幹事一同、参加者各位へ

感謝申し上げます。                    （広島支部ホームページの”行事レポート”欄に詳細と多数の写真を掲載しています）       

2 0 1 2 年  春 季 一 泊 親 睦 旅 行 報 告  
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熊本で記念写真 
 

右：熊本城 
 

左；水前寺公園 

上：黒川温泉 美里での夕食会 
 右：翌朝、出発前に記念撮影 

日本一の大吊り橋を背に 



お詫びと訂正 ： 前62号で誤りが有りました、訂正しお詫び致します。 

   ・12頁：新入会員紹介の幽谷さんの名前 正：成樹、誤：茂樹  

   （広島支部ホームページ掲載のhibiki62号は訂正済です） 
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広島支部行事予定 2012年7～9月 
 

7月27日 定例役員会 

8月 4日   サマーフェスティバル 

8月24日 定例役員会 

9月28日  定例役員会 

新 入 会 員 の 紹 介(含む移籍者）  
 

2012年4月1日～6月末までの入会者    敬称略 
 

塩見 共之
し お み  と も ゆ き

 No.5161 （本部より移籍） 電子デバイス（事本） 

前津宗政昭
まえづむね まさあき

 No.5537 （本部より移籍)  ㈱ワンストップサポート   

栗栖  道春
く り す   み ち は る

 No.5767 シャープファイナンス㈱ パーソナル営業部    

中川 宗和
なかがわ むねかず

 No.5799 パーソナル通信第1 事業部  開発部 

井上 泰範
いのうえ やすのり

 No.5805 シャープアメニティシステム㈱ 

池田 憲治
い け だ  け ん じ

 No.5829 電子デバイス（事本） センシングデバイス（事）  

津田
つ だ

さゆり No.5830 通信システム事業本部 第一生産部  

加納 康治
かのう  やすはる

 No.5839 通信システム事業本部 総務部  

城迫 勝則 
じょうさこ かつのり 

 No.5849 ＡＶ）液晶ＤＳ第1事業部 第2技術部 

正田 悦也
し ょ う だ  え つ や

 No.5850 通信システム事業本部 ＣＳ推進センター 

 

   広島支部会員数 458名、2012年6末現在 

編集後記 ： 梅雨明け迄はあと一息か、梅雨が明ければ、今年

も節電の夏本番に成る。原発再稼働が決定され、電力不足は

若干解消されるとは言え、事故への不安は強く残る。今年も節

電を実行すると決心した。そこで昨年の経験を生かして、今年

もゴーヤを植えた。ゴーヤは経済的で、涼を得る効果も期待で

きる。又、日差しを遮るだけでなく、実は栄養豊富な健康食の食

材でもある。目に優しく財布にも優しいので、一石二鳥以上の

ゴーヤ効果を信じてネットを張った。               K.M 

シャープ社友会会員数　6月末日現在 5,073名

本 部 3,137名 東 北 123名 栃 木 399名

東 京 630名 中 部 185名 広 島 458名

九 州 141名  '2011年3月末比 77 名増    .   

  地 区 会 員 便 り  . 

 古事記完成から1300年  
 

       元関西地区委員長 上杉 強 
 

 今年は、NHKの大河ドラマに”平清盛”

が取り上げられ、厳島神社にも例年以上に

おまいりや観光で出かけられることも期待できますね。

テレビを見ながら、よく出かけた宮島と厳島神社のこと

や、関連行事を懐かしく思い出しています。さて、関西

地区のメンバ－の居住地の一つ、古都奈良は、2年前の

2010年に平城遷都1300年の行事で盛り上がり、広島地

区や全国から平城京址を訪ねられたり、行事に参加され

た方も数多くおられることと思います。ゆるキャラの

「せんとくん」(写真参照)も活躍しました。平清盛の時

代から遡ること450年ほどの時代です。今年は、平城京

に遷都された直後に、神話が中心の古事記が撰上されて

から1300年に当たり、8年後の史実が中心の日本書紀と

ともに話題が多くなっています。平城京の南端近くの稗

田地区（現在の大和郡山市）に住んでいたとされる稗田

阿礼を祭神とする賣太神社(めたじんじゃ)では、撰上1300
年の幟を入口に掲げて祝います。(写真参照) 
大和郡山を中心にいろいろな行事が計画されています。 

大和郡山は昔から金魚の町として知られており、8月に

は「全国金魚すくい選手権大会」がありますし、別の月

には稗田阿礼の記憶力を偲び「記憶力大会」等も開催さ

れます。賣太神社は、小学校の社会科で習った環濠集落

の内側にあり、見学にこられる方も多くおられます。京

都の夏の風物詩の送り火の日、8月16日に賣太神社で

は、稗田阿礼を偲ぶ阿礼祭(あれいさい)があり、近所の小

学生の女の子が踊りを奉納します。18年前に広島工場か

ら天理に転勤して大和郡山に住み始めたとき、娘も踊り

の輪に入り、翌日の新聞に掲載され驚きました。(写真

は著作権の関係で掲載省略) 大した行事ではないかも

しれませんが、古事記完成から1300年の行事や情報を記

しましたので、お出かけの折にはお立ち寄りください。 
 

★阿礼祭の動画がYou Tubeでご覧になれます。  

 URL：http://www.youtube.com/watch?v=f3dWFd3r86M  

 又は、Google等で”阿礼祭”で検索でも可能です。 
★大和郡山市のHPから、全国金魚すくい選手権大会    

 や記憶力大会の確認ができます。 

 URL；http://www.city.yamatokoriyama.nara.jp/kankou/ 

賣太神社の社殿と鳥居 

賣太神社に奉納されている集落の航空写真 

大和郡山市稗田町に現存する環濠集落として、 

Wikipediaでも紹介されている 

 


